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NY マーケットレポート（2016 年 8 月 16 日） 
 

NY 市場では、アジア市場からの流れを受けて、序盤は軟調な動きとなった。前日の米経済指標の悪化を背景に、米国の利上げ期

待が後退したとの見方が広がっており、ドルは軟調な動きが続いた。ドル/円は、一時 100 円台割れとなり、英国が EU 離脱を決

めた 6 月 24 日以来の安値を付ける動きとなった。しかし、その後に発表された米住宅着工件数が市場予想を上回り、2 ヵ月連続

のプラスとなったことや、鉱工業生産が 2014 年 11 月以来 1 年 8 ヵ月ぶりの高水準となったことを好感し、ドル買いとなった。

また、NY 連銀総裁、アトランタ連銀総裁が、9 月の利上げの可能性に言及したこともドルを押し上げる要因となった。ただ、欧

米の株価が軟調な動きとなったことから、終盤にかけては上値の重い動きが続いた。 

 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月米住宅着工件数 121.1 万件（予想 118.0 万件・前回 118.6 万件） 

前回発表の 118.9 万件から 118.6 万件に修正 

 

7 月米住宅着工件数（前月比） 2.1％（予想 -0.8%・前回 5.1%） 

前回発表の 4.8％から 5.1％に修正 

 

7 月米建設許可件数 115.2 万件（予想 116.0 万件・前回 115.3 万件） 

 

7 月米建設許可件数（前月比） -0.1％（予想 0.6%・前回 1.5%） 

 

 

経済指標データ 

≪米住宅着工･許可件数≫ 

         7 月・・・6月・・・5月・・・4月・・・3月・・・2月 

住宅着工件数・・・121.1・・118.6・・112.8・・115.5・・111.3・・121.3 

一戸建て住宅・・・ 77.0・・ 76.6・・ 73.7・・ 76.4・・ 75.1・・ 84.5 

集合住宅・・・・・ 44.1・・ 42.0・・ 39.1・・ 39.1・・ 36.2・・ 36.8 

 

許可件数・・・・・115.2・・115.3・・113.6・・113.0・・107.7・・116.2 

一戸建て住宅・・・ 71.1・・ 73.8・・ 73.1・・ 74.1・・ 72.5・・ 73.3 

集合住宅・・・・・ 44.1・・ 41.5・・ 40.5・・ 38.9・・ 35.2・・ 42.9 

 

前月比（％） 

住宅着工・・・・・  2.1・・ 5.1・・ -2.3・・ 3.8・・ -8.2・・ 7.5 

住宅建設許可・・・ -0.1・・ 1.5・・  0.5・・ 4.9・・ -7.3・・ -2.2 

 

7 月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比+2.1％の 121.1 万件となり 2 ヵ月連続のプラスとなった。主力の一戸建て住宅と集合住宅

がいずれも増加したことが押し上げ要因となった。前年同月比では+5.6％。 一戸建て住宅は、前月比+0.5％の 77 万件と 2 ヵ月連続の

増加、それ以外の集合住宅は+5.0％の 44.1 万件。地域別では、北東部が+15.2％、中西部が+2.3％、南部が+3.5％、西部は-5.9％だっ

た。着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月比-0.1％の 115.2 万件と 4ヵ月ぶりに減少となった。前年同月比では+0.9％。  

 

 

 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月米消費者物価指数（前月比） 0.0％（予想 0.0%・前回 0.2%） 

 

7 月米消費者物価指数[コア] 0.1％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 

7 月米消費者物価指数（前年比） 0.8％（予想 0.9%・前回 1.0%） 

 

7 月米消費者物価指数[コア] 2.2％（予想 2.3%・前回 2.3%） 

 

指標結果データ 

≪消費者物価指数≫ 

             7 月・・6月・・ 5 月・・4月・・3月・・2月 

全品目・・・・・・・・・ 0.0・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.4・・ 0.1・・-0.2 

除く食品・エネルギー・・ 0.1・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.3 

エネルギー・・・・・・・-1.6・・ 1.3・・ 1.2・・ 3.4・・ 0.9・・-6.0 

サービス・・・・・・・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.3 

食品・飲料・・・・・・・-0.0・・-0.1・・-0.2・・ 0.2・・-0.2・・ 0.2 

居住費・・・・・・・・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.2 

医療費・・・・・・・・・ 0.5・・ 0.4・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.1・・ 0.5 

娯楽費・・・・・・・・・-0.1・・ 0.1・・ 0.0・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.2 
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7 月の米消費者物価指数は、前月比横ばいとなり、今年 2月以来 5ヵ月ぶりの低水準となった。FRB が重視する前年同月比では+0.8％と

昨年 12 月以来の小さな伸びとなった。原油価格が下落したことが要因となった。変動が激しいエネルギーと食品を除いたコア指数は、

前月比+0.1％、前年同月比では+2.2％となり、前月から上昇幅が縮小した。品目別では、エネルギーが-1.6％となり、ガソリンは値下

がりしたが、電気や天然ガスは上がった。また、果物・野菜などが値上がりする一方、乳製品は低下し、 食品全体では横ばいだった。

そのほか、家賃は値上がりした。 

 

 

 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY 連銀総裁 

 

・「利上げの時期にじわじわと近づいている」 

・「9月利上げはあり得る」 

・「金利先物市場は利上げを織り込み不足」 

・「状況を考慮すると 10 年債利回りはかなり低い」 

・「インフレ目標の引き上げを協議するのは時期尚早」 

 

 

 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月米鉱工業生産（前月比） 0.7％（予想 0.3%・前回 0.4%） 

前回発表の 0.6％から 0.4％に修正 

 

7 月米設備稼働率 75.9％（予想 75.6%・前回 75.4%） 

 

指標結果データ 

≪米鉱工業生産・設備稼働率≫ 

        7 月・・6月・・ 5 月・・4月・・ 3 月・・2月 

鉱工業生産・・・0.7・・ 0.4・・-0.2・・ 0.5・・-1.0・・-0.2 

製造業・・・・・0.5・・ 0.3・・-0.2・・ 0.1・・-0.4・・ 0.0 

鉱業・・・・・・0.7・・-0.3・・ 0.8・・-3.0・・-2.3・・-0.4 

 

最終財・・・・・0.6・・ 0.5・・-0.3・・ 1.2・・-1.0・・-0.1 

原材料・・・・・1.0・・ 0.5・・ 0.0・・-0.2・・-0.9・・-0.3 

 

設備稼働率・・・75.9・・75.4・・75.1・・75.2・・74.8・・75.6 

製造業・・・・・75.4・・75.0・・74.8・・75.0・・75.0・・75.4 

鉱業・・・・・・74.9・・74.1・・74.1・・73.2・・75.2・・76.8 

 

7 月の米鉱工業生産は、前月比+0.7％と 2 ヵ月連続のプラスとなり、2014 年 11 月以来 1 年 8 ヵ月ぶりの高水準となった。生産指数は、

製造業が+0.5％と 2ヵ月連続の上昇で、昨年 7月以来 1年ぶりの高水準。電力・ガスは+2.1％、鉱業は+0.7％。耐久財は+0.6％となり、

自動車・同部品が+1.9％、木製品が+1.3％、一般機械が+0.7％、電気機器・家電は-0.4％、家具関連は-0.8％。非耐久財は+0.5％とな

り、化学製品が+0.8％、石油・石炭製品が+1.0％、食品・飲料が+0.2％、繊維関連が+0.4％。7 月の設備稼働率は、前月比+0.5 ポイン

ト上昇の 75.9％と 2ヵ月連続で拡大し、昨年 10 月以来の高水準となった。 

 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、世界経済の先行き不透明感が圧迫材料となり、主要株価は軟調な動きとなった。そして、英 FT100 と独 DAX は、年初

来高値近辺で推移していたことから、利益確定の売りも出ていた。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「米利上げは、少なくとも今年 1回は適切だろう」 

・「いかなる政策姿勢にも拘束されていない」 

・「米経済は、今年下期と来年の先行きを信頼」 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

NY 金は、外国為替市場でドルが主要通貨に対して下落したことで、ドルの代替資産とされる金を買う動きが広がった。ただ、NY 連銀総

裁が 9月の追加利上げは可能との見方を示したことで、金を売る動きもあった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

NY 原油は、主要産油国の間で増産凍結に向けた協議が進展し、原油価格が上昇するとの期待が強まり、買いが続いた。また、ドルが円

やユーロなどに対して下落し、ドル建ての原油の割安感が出たことも支援材料となった。終値ベースでは、7 月中旬以来約 1 ヵ月ぶり

の高値となった。   

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、欧州主要株価が軟調な動きとなったことや、ダウとナスダックがともに前日、過去最高値を更新したことで、利益確定

の売りが出たことも影響し、主要株価は序盤から軟調な動きが続いた。NY ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、終盤には前日

比 85 ドル安まで下落する動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、欧州市場の流れを受けて、序盤は軟調な動きとなったが、米経済指標が予想を上回る結果となったことから、ドル買

い・円売りとなり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、欧米の株価が軟調な動きとなったことから、上値の重い動きと

なった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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